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第２次伊達市教育振興基本計画（案）について
案 件 名

募 集 期 間

第２次伊達市教育振興基本計画（案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

「第２次伊達市教育振興基本計画（案）」に対する市民意見公募状況について、ご意見と市の

回答を下記のとおり公表いたします。
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◎ 凡　例

【 】： 意見の全て、または一部を案に反映するもの

【 】： 既に案に盛り込んでいるもの

【 】： その他の意見・今後の参考として伺ったもの

　だて歴史文化ミュージアムは市が保有する貴重
な文化財等を将来にわたり保存し、次世代へ引き
継ぐことを一つの目的としています。また、伊達
市の歴史と文化を教育資源として活用し、子供た
ちが郷土に対する深い理解と愛着を持てるように
することも大きな目的です。
　ミュージアム建設の市民への効果としましては
教育施設としての効果を第一に考えております。
　市外からの修学旅行生や観光客の来館も期待で
きることから、飲食や宿泊、物産品の販売などに
少なからず良い影響を与えられると考えておりま
す。

提出された意見の内容

1-1

その他

意見
提出者

パブコメ終了後の個別回答・結果公表

市　民　意　見　の　公　募　結　果

回答内容

　だて歴史文化ミュージアムについてお伺いしま
す。毎年市民に重い負担がのしかかると強く懸念
します。市経済への波及効果など市民への恩恵な
ど危ぶまれますが、どのような恩恵と効果が期待
できるかお伺いします。

その他
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既登載

反　映

意見
番号



様式第１号（第２条）

【 】

◎ 凡　例

【 】： 意見の全て、または一部を案に反映するもの

【 】： 既に案に盛り込んでいるもの

【 】： その他の意見・今後の参考として伺ったもの

市　民　意　見　の　公　募　結　果

意見
提出者
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提出された意見の内容 回答内容

1 1-2

その他

　また、市の観光客等を呼び込む意気込みは足り
ない。納得する試算と効果を検証すべきと思いま
す。試算と効果についてお伺いします。

　だて歴史文化ミュージアムの有料来場者数は年
間30,000人を目標としています。このうち市外か
らの来場者を25,000人と見込んでおり、道の駅
「だて歴史の杜」内の観光物産館や飲食店等に相
乗的な経済効果が得られると考えております。

反　映
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既登載

その他

1 1-3

その他

　一般論として申し上げます。自治体の監督責任
の検証は甘いとされております。これは定期的な
移動が生ずるため遂行力が弱いと思いますが、民
間並みの責任の検証が必要であると考えます。
　市民に大きな負担が重くのしかかる以上、厳格
な運営と検証を求めます。どのような努力をされ
ているかお伺いいたします。組織機能強化に向け
た要素をどう考えているかお伺いいたします。

　だて歴史文化ミュージアムの建設費用と運営費
には市民の血税が用いられておりますことを十分
に意識し、費用対効果の高い事業を実施して安定
した運営を図ってまいります。また、市教育委員
会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する
法律」に則り、事務の管理及び執行の状況につい
ての点検評価を行い、外部評価と合わせて市議会
に提出・公表をいたしております。これらの作業
を通して、事業の検証と見直し及び組織機能の強
化を図ってまいります。

反　映


